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要 旨

本研究の目的は、精神看護学実習前後における技術到達度と後続実習への影響を明らかにし、

実習指導の基礎資料とすることである。 大学看護学科 年次の精神看護学実習履修生を対象に、

年次の精神看護学実習前後に 精神看護学実習における技術到達度チェックリスト の記入、

また後続の病棟実習終了時にその後の実習における対人関係技法の活用状況についての質問紙調

査を行った。その結果、精神看護学実習の初日と最終日の到達度の比較から精神看護に特徴的な

項目は概ね学べていることがわかった。また後続の病棟実習では、自己洞察や自己開示の面など

に比べ、患者との関わりや関係、相手を中心に考えるなどの基本的な対人関係技法やコミュニケー

ションの幅広い理解についての自身の変化が意識されており、精神看護学実習後も活用されてい

ることが示唆された。
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【緒 言】

看護基礎教育カリキュラムの見直しが行わ

れ、同時に卒業時の看護技術到達度の明確化

が進められている。このことは卒業生の能力

保証・在校生の学習動機づけの面においても

意義が認められるものであり ）、それにはま

ず各領域における到達度が求められると考え

る。

看護基礎教育における技術到達度について

は、 看護師教育の技術項目と卒業時の到達

度 （平成 年 月 日厚生労働省医政局看

護課長通達））の枠組みがあり、基礎看護学

の全課程を修了した時点での到達度が示され

ている。しかし つの看護学領域に焦点を当

てたものではなく、特定の看護領域における

学びの到達度を把握するには工夫を要し、ま

たコミュニケーションを含んだ患者との関係

形成の技法については明示されていない。一

方、精神科における看護技術に関しては、新

人看護職員を対象にした 精神科看護技術

チェックリスト 活用マニュアル ）があり、

精神保健及び精神障害者福祉に関する法律に

基づくものなどの精神科における看護技術が

精選されている。

看護基礎教育の精神看護学領域で習得する

看護技術については検討されたものが少な

い ） ）が、実習の学びについては、実習後

のレポートの分析、記録によるもの、そして

実習後のアンケートによるものなど多くの検

討がされており ） ）、いずれも学びの内容

に、治療的援助関係を築くための対人関係技

法が含まれている。これらは精神科看護学実

習で学ぶ援助技術の特徴を示していると考え

られる。

よって精神科における看護技術到達度を検

討するためには、基本的な生活援助技術だけ

ではなく、対人関係技法などの看護領域全般

にわたる基盤となる技術と、精神科看護独自

の技術について注目する必要があると考えら

れる。これらの側面から技術到達度を評価し

ていくことで、看護の基盤部分と精神科看護

の専門性を培う面を兼ね備えた看護基礎教育

における精神看護学の教授法の具体的示唆が

得られると考える。

【目 的】

精神看護学実習における技術到達度と後続

実習への影響を明らかにし、実習指導の基礎

資料を得ることである。

研究目標

精神看護学実習前後の看護技術到達度

を比較検討し、その到達度を把握する。

後続の病棟実習における対人関係技法

の活用状況を質問紙調査により明らかに

する。

【方 法】

大学看護学科 年次の精神看護学実習履

修生 名を対象に、 年次の精神看護学実習

前後に ） 精神看護学実習における技術到

達度チェックリスト の記入、また後続にあ

たる病棟実習を終えた 名を対象に ）その

後の実習における対人関係技法の活用状況に

ついての質問紙調査を行った。研究期間は、

平成 年度臨地実習期間を含む平成 年 月

平成 年 月である。調査内容は、 ）

チェックリストについては、 看護師教育の

技術項目と卒業時の到達度 （厚生労働省医

政局看護課長通達））の枠組みと 精神科看

護技術チェックリスト 活用マニュアル ）を

もとに精神科看護技術の構成要素を踏まえた
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項目を作成。各到達度を 段階尺度（

できない、 あまりできない、 できる、

よくできる）で自己評価した。 ）対人

関係技法の活用については、 ．学びの活用

状況、 ．患者との信頼関係構築について、

．コミュニケーションの困難感と対処につ

いて、また ．自身の変化について、精神看

護実習の学びに関する研究文献 ） ）を参考

に作成した 項目について 段階尺度（

全く感じない、 あまり感じない、 ど

ちらともいえない、 少し感じる、 と

ても感じる）で回答を得た。併せて学びの活

用状況として、どのような点で精神看護学実

習で学んだことが生かせたと感じたかについ

て、自由記述による回答を求めた。

統計的な結果の分析については、統計ソフ

トを使用し、記述統計・ の符号付

順位検定・主成分分析による検討を行った。

記述回答については類似性によるカテゴリー

化を行った。

倫理的配慮として、質問紙配布時に目的・

内容、参加協力の任意性とそれによる不利益

がないことについて、調査票の回答をもって

参加の同意とみなすこと、不参加の場合で

あっても実習評価や教員との関係になんら影

響はないことを明記し、回答にあたっては個

別の封筒に厳封した上で回収箱に投函しても

らい、回答者とその内容が特定されないこと

を保証した。またデータの処理にあたっては、

個人が特定されないように記号を付して資料

とし、結果公表時に個人が特定されることは

ないことを書面と口頭で説明した。なお、本

研究は高知大学医学部倫理委員会の承認を得

て行った。

【結 果】

． 精神看護学実習における技術到達度

チェックリスト の結果（表 ）

回収数（率）は （ ％）、有効回答数（率）

は （ ％）を得た。

この結果として（表 ）、精神看護学実習

初日と最終日における回答（ 段階順序尺度）

の比較では、 の符号付順位検定の

結果では 項目中 項目に ％水準で、他の

項目は ％水準で有意差が認められた。

できる および よくできる を

合わせて、 できる とみなして比較した結

果では、全項目において、実習初日より最終

日が高いものであった。

実習初日から できる と 割以上が回答

した項目は、環境調整技術、感染予防の技術、

指導のもとの入浴介助、バイタルサインの測

定、アクシデント発生時などの 項目であっ

た。一方、初日の時点で、 できる の回答

が 割未満のものは 項目であった。

実習最終日に できる の回答の割合が

割に達した項目は 項目であった。このうち

初日の回答より ％以上の増加があった項目

は 項目あり、向精神薬の副作用について、

服薬行動のアセスメント、精神症状の観察に

ついて、患者の対人傾向や周囲の刺激に対す

る対応状況のアセスメントやカウンセリング

の技法の活用、精神医療に携わる他職種につ

いてなどであった。その他、実習最終日に

割に達した 項目では活動・休息への援助、

洗面整容への援助、一般状態の変化への気づ

きや患者の状態のアセスメント、転倒予防な

どの安全管理の技術、安楽促進のためのケア、

人的環境を整える技術などであった。また到

達度割合が低い項目では、排尿援助について

は 割に満たず、食生活改善の計画、社会資

源のアセスメントは 割であった。その他

割に届かなかった項目は、清潔行動のアセス

精神看護学実習における技術到達度に関する研究（高橋・戸田）
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表 精神看護学実習における技術到達度チェックリスト の結果

実習初日

できる
よくできる

実習最終日

できる
よくできる

実習前後の
差（ ）
における
割合

の
符号付順位検定
（ 段階尺度）

回答数 割合 回答数 割合 ％ 値

環境調整
技術

患者にとって快適な病床環境を作ることができる ％ ％ ％

基本的なベッドメイキングができる ％ ％ ％

食事の
援助技術

患者の食事摂取状況（食行動、摂取方法、摂取量）をアセスメントできる ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、患者の栄養状態をアセスメントできる ％ ％ ％

患者の状態に合わせて食事介助ができる（嚥下障害のある患者を除く） ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、患者の個別性を反映した食生活の改善を計画できる ％ ％ ％

排泄援助
技術

患者の排泄行動を観察し記述することができる ％ ％ ％

自然な排便を促すための援助ができる ％ ％ ％

自然な排尿を促すための援助ができる ％ ％ ％

活動・
休息援助
技術

一日の生活スタイルをアセスメントすることができる ％ ％ ％

日中の活動傾向、活動パターンをアセスメントすることができる（過活動、無為自閉傾向など） ％ ％ ％

睡眠のパターンをアセスメントできる（睡眠時間、就寝・起床時間、早朝覚醒など） ％ ％ ％

入眠・睡眠を意識した日中の活動の援助ができる ％ ％ ％

清潔・
衣生活
援助技術

洗面・歯磨き・入浴・洗髪の回数と自力でできるかどうかアセスメントし患者に応じた援助がで
きる

％ ％ ％

身だしなみが自力でできるか、また関心があるかアセスメントし患者に応じた援助ができる ％ ％ ％

患者が身だしなみを整えるための援助ができる ％ ％ ％

入浴が生体に及ぼす影響を理解し、入浴前・中・後の観察ができる ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、入浴の介助ができる ％ ％ ％

自宅での清潔行動のアセスメントができる ％ ％ ％

与薬の
技術

経口薬の種類と服用方法が知識としてわかっている ％ ％ ％

向精神薬の副作用が知識としてわかっている ％ ％ ％

患者の服薬行動をアセスメントすることができる（自力内服、拒薬など） ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、経口薬（抗精神病薬・抗不安薬等）の服薬後の観察ができる ％ ％ ％

症状・
生体機能
管理技術

バイタルサインが正確に測定できる ％ ％ ％

患者の一般状態の変化に気付くことができる ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、精神症状の観察ができる ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、バイタルサイン・身体測定データ・症状などから患者の状態をア
セスメントできる

％ ％ ％

感染予防
の技術

スタンダード・プリコーション（標準予防策）に基づく手洗いが実施できる ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、必要な防護用具（手袋・ゴーグル・ガウン等）の装着ができる ％ ％ ％

安全管理
の技術

インシデント・アクシデントが発生した場合には、速やかに報告できる ％ ％ ％

災害が発生した場合には、指示に従って行動がとれる ％ ％ ％

患者を誤認しないための防止策を実施できる ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、患者の機能や行動特性に合わせて療養環境を安全に整えることが
できる

％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、患者の機能や行動特性に合わせて転倒・転落・外傷予防ができる ％ ％ ％

安楽確保
の技術

看護師・教員の指導のもとで、患者の状態に合わせて安楽に体位を保持することができる ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、患者の安楽を促進するためのケアができる ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、患者の精神的安寧を保つための工夫を計画できる ％ ％ ％

対人関係
を調整
する技術

看護師・教員の指導のもとで、患者の対人傾向をアセスメントし、患者に合った援助ができる ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、周囲の刺激に対する対応状況をアセスメントすることができる ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、入院前の対人傾向についてアセスメントすることができる ％ ％ ％

患者の
安全を
保つ技術

看護師・教員の指導のもとで、患者の自傷行為の恐れに対するアセスメントをし、患者にあった
援助ができる

％ ％ ％

過去の自傷他害や離院についてのアセスメントができる ％ ％ ％

処遇の
理解と
対処技術

患者の入院形態について説明できる ％ ％ ％

行動制限の種類と内容を理解し説明できる ％ ％ ％

治療としての隔離室の必要性を理解できる ％ ％ ％

身体拘束時、拘束中、解除時のケアと観察ポイントが理解できる ％ ％ ％

人的環境
調整技術

コミュニケーションの基本的要素を意識して患者の話が聞ける（送り手と受けての関係 メッ
セージ 見る、聞く、触れる、嗅ぐ、味わう）

％ ％ ％

相手を尊重した対応ができる（耳を傾けて聴く 価値判断せず、患者の気持ちを受容する） ％ ％ ％

非言語的コミュニケーションを意識した対応ができる（沈黙、うなずき、など） ％ ％ ％

カウンセリングの技法が活用できる（共感的態度、自己一致） ％ ％ ％

自己と相手の感情に気づくことができる ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、場所と雰囲気への配慮ができる ％ ％ ％

社会資源
活用技術

精神医療に携わる他職種について説明できる（臨床心理士、栄養士、精神保健福祉士、作業療法士） ％ ％ ％

看護師・教員の指導のもとで、患者に合った社会資源についてアセスメントすることができる ％ ％ ％

緊急時の
対応技術

不測の事態（転倒、暴力、離院）が生じた場合、直ちに教員・看護師に知らせることができる ％ ％ ％

病棟・病院の外に出る際に、教員・看護師に自分の所在を明らかにすることができる（前後に報告） ％ ％ ％

および について 強調 ％以上，斜体 ％未満



メント、入浴時の観察、身体拘束時の観察と

ケア、服薬後の観察、自傷他害や離院のアセ

スメントなど 項目であった。

． 対人関係技法の活用について（表 、

表 、表 、表 ）

回収数（率）ならびに有効回答数（率）は

（ ％）であった。

精神看護学実習で学んだことが後続の病棟

実習で生かせたと感じたかについて（表 ）

は、 とても感じる 名、 少し感じる

名、 どちらともいえない 名、 あまり感

じない 名、無回答 名であった。どのよ

うな点で生かせたかについての記述回答では

（表 ）、 名の回答を得、【コミュニケーショ

ン技術の活用】、【言動の意味を考察】、【精神

面・心理面に着目した関わり】に整理できた。

担当患者と信頼関係が結べたと感じられたか

について（表 ）は、 とても感じる 名、

少し感じる 名、 どちらともいえない

名、無回答 名であった。担当患者とのコ

ミュニケーションで難しさを感じた場面が

あったかについては、はい 名、いいえ

名であった。

後続の病棟実習で感じられた変化について

尋ねた 項目の回答を主成分分析した結果、

累積寄与率 ％を超える 主成分を抽出し、

情報を縮約して分類した。（表 、表 ）

〔主成分 〕

いずれの項目も正の重みであり、総合的

なものを示しているが、 患者との人間関

係が徐々に進展したと実感できた 患者

に関心があることを示せるようになった

援助技術としてのコミュニケーションを

意識するようになった 患者の個別性に

合わせた関わりの視点がもてるようになっ

た 自分の言葉と態度を一致するよう心

がけるようになった がプラスに高かった。

これらからは意識して患者とコミュニケー

ションをとり、関わりを持とうとする姿勢

精神看護学実習における技術到達度に関する研究（高橋・戸田）

表 後続の病棟実習での状況について

全く感じない あまり感じない どちらともいえない 少し感じる とても感じる 無回答
実数 割合 実数 割合 実数 割合 実数 割合 実数 割合 実数 割合

精神看護学実習で学んだことは、
今回の実習で生かせましたか

％ ％ ％ ％ ％ ％

担当患者と信頼関係が結べたと感
じられましたか

％ ％ ％ ％ ％ ％

成分 固有値 分散の％ 累積％

表 固有値

表 対人関係技法の活用について

【コミュニケーション技術の活用】 名

・非言語コミュニケーションの活用（ ）

患者の表情の把握

うなづく・目線を合わせる

・傾聴する姿勢（ ）

・患者に寄りそう（ ）

・患者の気持ちの自然な表出を大切にする

・ポジティブフィードバックの活用

【言動の意味を考察】 名

・言動の意味を考察

・自分の発言の影響を考察

・関わった場面の振り返り

【精神面・心理面に着目した関わり】 名

・精神面に着目した関わり

・精神面・心理面に着目した関わり



がみえ【意図的なコミュニケーション】と

した。

〔主成分 〕

プラスに高い項目は 患者との関わりの

場面を振り返るようになった 自分の言

動が相手にどう影響するのかを考えて行動

できるようになった コミュニケーショ

ンを通してお互いを知ることができた で

高知大学看護学会誌 巻 号（ ）

表 成分ごとの因子負荷量

成分 成分 成分 成分

患者の気持ちや内面などを考えることができるようになった

傾聴・共感の姿勢がとれるようになった

素直に話がきけて、構えずに話せるようになった

その時の沈黙の意味を考えた対応ができるようになった

患者との関わりの場面を振り返るようになった

自分の言動が相手にどう影響するのかを考えて行動できるようになった

自分の気持ちを素直に言葉にしたり、行動できるようになった

多角的に事象を捉えて対応できるようになった

関わりの場面での自分の行動や感情を振り返るようになった

自分の力やできることを考えながら関わることができるようになった

患者との関係を築くことに関心を払うようになった

患者との相互作用の面を意識するようになった

自分も治療的環境の一部であることを意識するようになった

自分の五感を使って患者をとらえることができるようになった

幅広い患者理解ができるようになった

関わる際に自分の姿勢・態度を意識するようになった

相手のペースに合わせた関わりや対応ができるようになった

相手の立場に立ち、一緒に考える看護の姿勢がとれるようになった

相手をあるがままに受け止める態度・姿勢がとれるようになった

患者の個別性に合わせた関わりの視点がもてるようになった

患者の健康な部分を評価した働きかけができるようになった

患者への安心感の提供を意識するようになった

ポジティブなフィードバックを用いた関わりができるようになった

患者に関心があることを示せるようになった

コミュニケーションを通してお互いを知ることができた

援助技術としてのコミュニケーションを意識するようになった

非言語的コミュニケーションを大切にするようになった

患者との人間関係が徐々に進展したと実感できた

自分の言葉と態度を一致（自己一致）するよう心がけるようになった

患者との適切な距離について意識するようになった

上位および下位から 位までを斜体で表示



あった。マイナスに高かった項目は 自分

の気持ちを素直に言葉にしたり、行動でき

るようになった 相手をあるがままに受

け止める態度・姿勢がとれるようになっ

た であった。これらより、患者と自身に

ついてあるがままに関わりをもつという面

より、コミュニケーションについて分析し

ている傾向があることがわかるものとして

【コミュニケーションの分析】とした。

〔主成分 〕

プラスに高かった項目は 患者との相互

作用の面を意識するようになった 患者

との関係を築くことに関心を払うように

なった 自分の五感を使って患者をとら

えることができるようになった であり、

マイナスに高かったのは 患者との場面を

振り返るようになった 関わりの場面で

の自分の行動や感情を振り返るようになっ

た その時の沈黙の意味を考えた対応が

できるようになった であった。これらか

らは関わりのその場面において、状況と患

者を理解することに意識を向けている傾向

が示されており【その場の状況と患者理解】

とした。

〔主成分 〕

プラスに高かったのは 患者との適切な

距離について意識するようになった 相

手をあるがままに受け止める態度姿勢がと

れるようになった 幅広い患者理解がで

きるようになった であり、マイナスに高

かったのは 自分も治療環境の一部である

ことを意識するようになった 自分の力

やできることを考えながら関わることがで

きるようになった 患者との関係を築く

ことに関心を払うようになった であった。

このことは、関係性の部分よりも患者に焦

点を合わせ、患者本位の姿勢で理解しよう

としていることがうかがえ【患者本位の視

点】とした。

【考 察】

．精神看護学実習前後における看護技術到

達度の比較検討

精神看護学実習の最終日において できる

および よくできる を合わせた割合は、実

習初日の回答より全項目において高く、 項

目では学生の 割以上が到達できている。ま

た 段階評価の回答比較について

の符号付順位検定をした結果でも ％水準で

有意差が認められ、この実習を経た技術習得

を学生自身が実感できていることがわかっ

た。また できる および よくできる を

軸にみると、実習初日では環境調整技術やバ

イタルサインの測定などの 項目は既に 割

に達している。これらは基礎看護学、また他

の領域看護にも共通する部分であり、その習

得に学生の意識が向いていた項目と考えられ

る。一方、向精神薬の副作用や精神症状の観

察などの精神看護に特徴的な項目は初日に到

達が低かったが、最終日ではほとんどが 割

に到達しており、実習前後で ％の以上の伸

び率を示した項目はいずれも領域の専門性に

通じる項目であったことから、概ね精神看護

学実習で学ぶべきところは到達していたと考

えられる。今回の結果で達成割合が低い項目

には、排泄、清潔などの基本的な生活援助技

術が含まれているが、担当患者が自立してい

る場合の他に、患者との関係構築の段階や羞

恥心の回復などで学生が援助をすることが最

適とならない場合もある領域ということも影

響していると考えられる。しかし精神看護に

係る技術で、できるとした回答が少なかった

服薬後の観察、自傷他害や離院のアセスメン

ト、拘束時の看護については担当患者の状態

に影響される面も踏まえ、カンファレンスな

どで学びが共有できるようになど工夫の余地

があり、今後の課題として受け止めている。

岡田ら ）が全国の看護系大学生を対象にし

精神看護学実習における技術到達度に関する研究（高橋・戸田）



て行った精神看護学実習についての意識調査

では、学べた内容のうち、精神看護に関する

専門的な内容の学習については約半数の学生

がこの実習でしか学べないと回答し、コミュ

ニケーションの方法については他領域でも学

べるとしながらも本領域で学べたものとして

の回答が一番多いものであった。本学の精神

看護学実習においても目的・目標を明示して

おり、学生の学びへの動機づけも相まって、

精神看護で重要視している面が概ね到達でき

ていた結果につながったものと推察される。

また、先行研究同様にコミュニケーションを

含む 人的環境調整技術 についてもできる

と回答した学生の割合が高い。これらは援助

的な対人関係技法として基本的なものとして

他の領域看護にも共通するものであるが、実

習初日の段階ではできる回答が多くはないこ

とが注目される。

．後続の病棟実習における対人関係技法の

活用状況

今回の結果において、半数の学生は担当患

者とのコミュニケーションに難しさを感じて

いた。 精神看護学実習で学んだことが生か

せたと感じたかについて は 割以上が生か

せたと感じており、記述面で分類された【コ

ミュニケーション技術の活用】、【言動の意味

を考察】、【精神面・心理面に着目した関わり】

についても対人関係技法として基本的なもの

があげられていた。精神看護学実習での学び

が他領域でどのように生かされているのかに

ついて研究報告されたものは少ないが、半構

成的面接法で抽出した研究では ）、基本的な

対人関係技法がその後の実習の普段の関わり

の中でも活用されていること、また患者との

関係性の構築に困難を感じた場面では、その

進展のために対応を工夫するなどができてい

る学生の状況が報告されている。これらから

本研究でも困難を感じながらも学生なりに努

力していたことが推察され、担当患者と全く

信頼関係が結べなかったと回答した学生はな

かった結果につながっていると考えられた。

精神看護学実習の学びについての研究の多

くがコミュニケーション、対人援助技術の学

びを含む報告である ） ）。精神看護学では

対人関係技法を、コミュニケーションの情報

のやり取りの側面に留まらず、患者 看護師

関係における発展的な援助関係を築く技とし

て、また看護における治療的コミュニケー

ションと同じ意味を含むものとして考えられ

る ） ）。精神看護学実習での対人関係形成

が困難な傾向にある精神科疾患患者との関わ

りを通じて、対人関係技法の学びを学生自身

が意識しやすかったことが先のチェックリス

トの実習初日と最終日の比較からもうかがえ

る。

どのような点が引き続き他科の実習の中で

活用されているかを検討するために、精神看

護学実習の学びとして研究報告されている対

人関係技法の側面で構成した 項目への回答

について分析した結果では、 つの成分が抽

出された。これらからは、コミュニケーショ

ンを援助技術として、また意図的な関わりと

患者理解の技法として意識されていること、

そして患者との関わりや関係に関心を向け、

相手を中心に考える傾向がうかがえる。精神

看護では相手に関心を払うと同時に、感情表

出が難しい患者を相手に自身の感情の揺れを

手掛かりに対象理解を深めるため自己洞察や

自己開示が重要な要素となるが、他科での実

習では関係形成がよりシンプルなプロセスと

して焦点が異なることが影響していると考察

され、記述回答で生かされた点について基本

的な要素が示されたことにもつながっている

と思われる。

高知大学看護学会誌 巻 号（ ）



【結 論】

本研究でのデータは、精神看護学実習の初

日、最終日そして後続の病棟実習を終えた

つの時点で学生自身に回答を求めることで、

研究者と学生がその変化を捉えることができ

た。精神看護学実習前後における看護技術到

達度の比較検討の結果からは、概ね精神看護

学実習で学ぶべきところは到達していたと考

えられる。その一方で、服薬、自傷他害や離

院のアセスメントなど精神看護に係る技術で

学ぶ機会が充分でなかった項目がわかり、今

後の実習指導の中での課題である。後続の病

棟実習では、自己洞察や自己開示の面などに

比べ、患者との関わりや関係、相手を中心に

考えるなどの基本的な対人関係技法やコミュ

ニケーションの幅広い理解についての自身の

変化が意識されており、精神看護学実習後も

活用されていることが示唆された。今後も精

神科看護の治療的側面としてだけではなく、

看護領域全般にわたる基盤となる技術である

ことも意識しながら実習指導にあたっていく

必要性が改めて示されたと考える。

実習の中で学生がこうした自己評価をして

いくことで、自身の変化を考え、成長を自覚

するきっかけになったことが結果に反映され

たことも推察される。しかし、いずれも主観

的な回答によるものであり、客観的な技術到

達度や変化に言及できず、回答者が少ない中

での学生個々の比較は難しい限界がある。引

き続き調査分析を行い、データの集積と年度

による影響も考慮しながら本実習での学生の

学びを検討していくことが必要と考える。
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